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守ろう環境　マイバッグ古紙配合率１００％再生紙を使用しています

　

昨
年
の
秋
、
Ｎ
さ
ん
と
い
う
区
民
の

方
か
ら
一
通
の
お
手
紙
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。「
区
報
は
カ
タ
カ
ナ
が
多
く
、
高

齢
者
に
は
わ
か
り
に
く
い
。
数
え
た
ら

八
ペ
ー
ジ
に
三
〇
〇
近
く
の
カ
タ
カ
ナ

が
使
わ
れ
て
い
た
」
と
の
指
摘
。
改
め

て
、
私
の
机
に
あ
る
区
の
書
類
を

丹
念
に
調
べ
て
み
る
と
、
あ
る
、

あ
る
。

　

ス
キ
ー
ム
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
、

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
…
。
そ
れ
ぞ
れ
の

日
本
語
訳
を
考
え
て
み
る
と
、枠
組
み
、

行
動
計
画
、
安
全
対
策
指
針
、
説
明
責

任
、
提
案
説
明
…
で
い
い
わ
け
で
す
。

　

特
に
福
祉
用
語
は
カ
タ
カ
ナ
が
多

く
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
、
日
本
の

福
祉
が
「
輸
入
政
策
」
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
介
護
支
援
を

受
け
る
方
は
ほ
と
ん
ど
が
高
齢
者
で
す

か
ら
、
意
味
が
わ
か
り
に
く
く
、
と
っ

つ
き
に
く
い
言
葉
は
、
本
来
使
う
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
初
め
て
介
護
を

受
け
る
と
き
に
、
必
ず
頼
り
に
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
人
が
「
ケ
ア
マ
ネ
」
で

は
、
ど
う
し
て
も
構
え
て
し
ま
い
ま
す

か
ら
、「
介
護
な
ん
で
も
相
談
員
」
の
方

が
適
切
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

近
年
、
本
当
に
日
本
社
会
は
カ
タ
カ

ナ
洪
水
に
み
ま
わ
れ
て
い
ま
す
。
考
え

た
末
、
ど
う
し
て
も
カ
タ
カ
ナ
し
か
な

け
れ
ば
し
か
た
が
な
い
が
、
あ
ま
り
に

も
安
易
に
使
い
す
ぎ
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
そ
し
て
安
易
な
カ
タ
カ
ナ
使

用
は
、
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
わ
か
り

や
す
い
社
会
づ
く
り
に
は
つ
な
が
ら
な

い
ば
か
り
か
、
日
本
人
の
考
え
る
力
そ

の
も
の
も
弱
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
、
由
々
し
き
事
態
だ
と
思
い
ま

す
。
中
国
は
カ
タ
カ
ナ
が
な
い
の
で
、

外
来
語
は
そ
の
音
や
意
味
を
考
え
て
、

例
え
ば
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
」
は
「
電

脳
」
と
い
う
風
に
漢
字
に
変
換
し
て
い

ま
す
が
、
日
本
で
も
日
本
な
り
に
漢
字

や
大
和
こ
と
ば
へ
の
変
換
作
業
が
必
要

で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
今
日
の
カ
タ
カ
ナ
洪
水
の
責

任
の
一
端
は
、
行
政
に
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
杉
並
区
で
は
、庁
内
に「
わ
か
り

や
す
い
言
葉
検
討
組
織
」を
つ
く
り
、国

立
国
語
研
究
所
と
提
携
し
て
、
今
年
か

ら
行
政
用
語
の
見
直
し
を
始
め
ま
す
。

　

「
日
本
一
わ
か
り
や
す
く
美
し
い
日

本
語
」
で
つ
づ
ら
れ
た
杉
並
区
報
を
つ

く
る
こ
と
。
今
年
は
こ
ん
な
目
標
で
と

り
く
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

わ
か
り
や
す
い
言
葉

の
行
政
を

杉
並
区
長

訪問販売などの不本意な契約を取り消したいとき

アンケートに答えて�
無料のエステして�
いかない？�

おふとんの�
クリーニング�
安くできま�
すよ！�

消火器の点検�
に来ました！�

クーリング・オフとは、不意打ち的で､充分考えることができな
かった取引に関し、一定期間内であれば､消費者が契約を一方的
に解除できる制度です。　
消費者センターでは、このような制度の紹介や、商品購入など
にあたって生じた消費者と事業者との契約上のトラブルや、語
学教室などのサービスに関する苦情相談を受け付けています。
――問い合わせは、消費者センター・相談受付�３３１４‐３６２０へ。

〈契約を解除できる期間〉

適用になるもの
期　間

（法定契約書面
交付日から）

取引内容

店舗外・指定商品・権
利・サービス

８日間

訪問販売・電話
勧誘販売

エステ・語学教室・学
習塾・家庭教師派遣

特定継続的役務
取引

すべての商品・権利・
サービス２０日間

連鎖販売取引
（マルチ商法）

内職・モニター
商法※

特定商品・施設利用権
の預託取引

１４日間
現物まがい商法

事務所以外の取引で指
定市場・商品の売買海外先物取引

※仕事の提供を約束して、仕事に必要な物品などの料金や、登
録料などの金銭負担をさせる取引。

２
面
に
つ
づ
く

��
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

��������������������

書面を送ったら
・すでに支払った料金を返してもらいましょう。
・受けたサービスの代金を払う必要はありません。
・商品は、業者負担で引き取ってもらいましょう。
・土地や建物などを変更された場合は、元に戻してもらいましょう。

契約の取り消しをするには（通知書の書き方は２面にあります）
　左表の期間内に、書面で販売業者などに申し込みの撤回または契約解除の意思を通
知します。
・内容証明郵便、配達記録、簡易書留のいずれかで出しましょう。
・必ずコピーを取っておきましょう。
・代金の支払いをクレジット契約にした場合は、契約を解除したことをクレジット会
社にも通知してください。

制度を利用できるのは
A取引の内容については、左下表のとおりです。
B訪問販売では、営業所以外の場所での契約であること（営業所での契約でも解約で
きる場合があります）。

C契約書面を渡されてから、一定期間以内であること（書面不交付、書面不備ならば
クーリング･オフ期間（左下表）を過ぎても解約することができます）。

D代金の合計が３０００円以上であること。
Eクーリング・オフしたいものが、指定された商品やサービスであること（商品によ
っては返せないものもあります）。

（無（無 条 件 解 約 制 度条 件 解 約 制 度））



NO.1627 ●２

杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１５（２００３）年２月１１日（火曜日）

１４年４月から１５年１月までの相談受け付け件数は３，６６２件で、前年度の同時期と比べて、４２６件増加しました。特徴は、インターネット関連
サービスの相談が大幅に増えたことです。このうち、件数の多い相談内容についてご紹介します。
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杉並区消費者センター・相談受付

�３３１４‐３６２０

月曜日～金曜日（祝日を除く）

午前９時～午後４時

★インターネット使用のトラブル
　インターネット上の買物（ネットショッピング）
やネットオークション（競売）といった電子商取
引の利用増加に伴い、被害にあう人が増えていま
す。
　「インターネットで商品を注文し代金を先払い
したが、いつまでたっても商品が届かない」、「対
応が悪いので、解約を申し出て了承されたが、返
金されない」といった相談が多くあります。これ
はインターネット上の匿名性が、原因と考えられ
ます。

　また、「知らない間に国際電話につながってしまい、数十万円もの国際電
話通話料の請求が来てしまった」というものがあります。知らずに操作した
ことで、接続先が変更されてしまい、その後の接続先がすべて外国に書き換
えられてしまうということが原因と考えられます。

　７０歳以上の高齢者の相談が大幅に
増えました。家にいることが多い高
齢者をねらい、「家が危険」「水が汚
れている」と言って不安をかき立て、
高額な改築・改装工事や、排水管清
掃などの契約を迫るものです。また、
訪問販売での３０万円以上もするふと
んの契約も後を絶ちません。
　特徴的なのは、１つの契約をした

後、次々に別の契約を繰り返すことです。また、高額な紳士録名
簿などの電話販売や、催眠商法（ＳＦ商法）も目立ちます。
※催眠商法（ＳＦ商法）…日用品や食料品などを無料であげるか
らと言って、貸切りバスや催事場などに人を集めて、締め切っ
た中で興奮を高め「もらわなければ、買わなければ損」という、
一種の催眠状態を作り出す商法。

★ねらわれる高齢者

eクーリング・オフ通知書の書き方e

★アポイントメントセー
ルス、恋人商法

　２０歳代男性からの相談で一番多いの
が、電話で呼び出されるアポイントメン
トセールスや恋愛感情を巧みに利用した
恋人（デート）商法です。
　これは、目的を告げられずに、ファミ
リーレストランや営業所へ連れて行かれ、長時間説得されて、高額な指輪(実
際の値段は１０分の１以下だったりする)や、会員権などを契約させられるもの
です。アポイントメントセールスでは、「他の人には絶対売らない、価値の
あるものを、あなただけに売ってあげる」ともちかけるのが特徴です。
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１５（２００３）年２月１１日（火曜日）
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野
鳥
観
察
会

　

善
福
寺
公
園
の
豊
か
な
自
然

の
中
で
、
冬
に
多
く
飛
来
し
て

く
る
野
鳥
の
観
察
を
し
ま
す
。

　

�
３
月
８
日
�
午
前　

時
〜

１０

正
午
�
集
合
場
所
＝
都
立
善
福

寺
公
園
渡
戸
橋
付
近
�
杉
並
野

鳥
研
究
会
・
竹
下
信
雄
ほ
か
�

五
〇
名
（
先
着
順
）
�
無
料
�
・

�
２
月　

日
か
ら
電
話
で
、
環

１２

境
課
環
境
都
市
推
進
担
当
へ
�

双
眼
鏡
を
お
持
ち
の
方
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い

お
ぼ
ま
こ
と
絵
本
原
画
展

　

�
２
月　

日
�
〜
３
月　

日

１５

１６

�
午
前
９
時
〜
午
後
８
時
（
日

曜
は
５
時
ま
で
。
月
曜
・
第
三

木
曜
休
館
）
�
下
井
草
図
書
館

（
下
井
草
３
―　

―
５
）
�
当

２６

日
、
直
接
会
場
へ
�
下
井
草
図

書
館
�
３
３
９
６
‐
７
９
９
９

ひ
な
人
形
の
展
示

　

区
内
で
昭
和
初
期
に
使
わ
れ

た
ひ
な
人
形
三
組
を
、
郷
土
博

物
館
古
民
家
に
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
３
月
２
日
�
に
は
甘

酒
を
用
意
し
ま
す
。

　

�
展
示
＝
２
月
９
日
�
〜
３

月
４
日
�
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
▽
甘
酒
＝
３
月
２
日
�
午
前

　

時
〜
（
先
着
五
〇
名
。
な
く

１０な
り
次
第
終
了
）
�
郷
土
博
物

館
（
大
宮
１
―　

―
８
）
�
大

２０

人
一
〇
〇
円
（
中
学
生
以
下
無

時
場

師

定

費

申

問

他

時

場

申

問

時

場

費

料
）
�
当
日
、
直
接
会
場
へ
�

郷
土
博
物
館
�
３
３
１
７
‐
０

８
４
１
�
車
で
の
来
館
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い

杉
並
・
教
育
と
文
化
の

つ
ど
い

　

�
２
月　

日
�
午
後
１
時　

２２

３０

分
〜
４
時　

分
（
区
後
援
）
�

３０

産
業
商
工
会
館
（
阿
佐
谷
南
３

―
２
―　

）
�
�
合
唱
、
リ
コ

１９

ー
ダ
ー
合
奏
、
構
成
詩
「
杉
並

の
子
ど
も
た
ち
」
朗
読
�
講
演

「
子
育
て
の
楽
し
さ
・
子
ど
も

の
輝
き
」（
東
京
大
学
教
授
・
汐

見
稔
幸
）
�
大
人
二
〇
〇
円（
資

料
代
）
�
当
日
、
直
接
会
場
へ

�
杉
並
・
教
育
と
文
化
の
つ
ど

い
実
行
委
員
会
�
３
３
９
９
‐

８
７
１
９

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　
in

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高

井
戸

　

�
３
月
１
日
�
・
２
日
�
午

前　

時
〜
午
後
３
時
�
リ
サ
イ

１０
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
�
募
集
区

画
＝
各
日
一
四
区
画
�
区
内
在

住
・
在
勤
の
方
（
業
者
出
店
は

お
こ
と
わ
り
し
ま
す
）
�
一
〇

〇
〇
円
�
往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入

例
参
照
）
に
参
加
希
望
日
も
書

い
て
、
２
月　

日
（
必
着
）
ま

１７

で
に
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井

戸
（
〒　

‐
０
０
７
２
高
井
戸

１６８

東
３
―
７
―
４
）
へ
�
同
ひ
ろ

ば
�
３
３
３
１
‐
４
３
６
０

申

問

他

時

場

内

費
申

問
時

場内対
費

申

問

（
水
・
木
曜
休
館
）
�
車
で
の

搬
出
入
・
来
場
は
で
き
ま
せ
ん

荻
窪
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

�
３
月
９
日
�
午
前　

時
〜

１１

午
後
４
時
（
雨
天
の
場
合
は　
１６

日
に
延
期
・
区
後
援
）
�
荻
窪

タ
ウ
ン
セ
ブ
ン
二
階
デ
ッ
キ
、

八
階
屋
上（
上
荻
１
―
９
―
１
）

�
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
（
業

者
は
不
可
）
�
二
階
デ
ッ
キ

（
一
・
五
ｍ
四
方
）、
八
階
屋
上

（
二
ｍ
四
方
）
の
い
ず
れ
も
一

区
画
二
〇
〇
〇
円
�
往
復
ハ
ガ

キ
（
記
入
例
参
照
・
往
復
ハ
ガ

キ
以
外
は
無
効
）
に
出
店
希
望

場
所
も
書
い
て
、２
月　

日（
必

２４

着
）
ま
で
に
荻
窪
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
事
務
局
（
〒　

‐
０
０

１６６

０
４
阿
佐
谷
南
３
―
４
―　

―
１９

　

）
へ
（
抽
選
）
�
同
事
務
局

２０３�
３
３
９
８
‐
１
５
４
３

��
す
ぎ
な
み
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
レ
ッ
ジ 

向
陽
中
の
土
を
粘
土
に

か
え
て
作
品
を
作
ろ
う

　

区
立
向
陽
中
学
校
の
敷
地
内

か
ら
出
土
し
た
粘
土
層
の
土
を

活
用
し
、
子
ど
も
た
ち
が
陶
芸

な
ど
の
作
品
を
作
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に「
粘
土
作
り
講
座
」

の
講
師
を
養
成
し
ま
す
。

　

�
３
月
３
日
�
午
後
１
時
〜

他

時

場

対

費

申問

時

５
時
、
５
日
�
午
後
１
時
〜
５

時
、　

日
�
午
後
２
時
〜
３
時
、

１１

　

日
�
午
後
１
時
〜
５
時
、　

１７

２４

日
�
午
後
２
時
〜
４
時
�
セ
シ

オ
ン
杉
並（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

�
水
上
卓
也
�
二
〇
名
�
区
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
で
将

来
土
曜
日
学
校
な
ど
の
講
師
と

し
て
活
動
で
き
る
方
�
一
〇
〇

〇
円
�
・
�
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
（
記
入
例
参
照
）
で
、
社

会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課
学
校
開
放

係　

５
３
０
７
‐
０
６
９
３
へ

FAX
（
先
着
順
）
�
１
歳
か
ら
の
託

児
、
要
約
筆
記
者
制
度
が
あ
り

ま
す
。
必
要
な
方
は
申
し
込
み

時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い

※
す
ぎ
な
み
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

レ
ッ
ジ
と
は
…
皆
さ
ん
の
参

加
・
地
域
貢
献
意
欲
が
活
動

に
つ
な
が
る
新
た
な
学
習
の

場
で
す
。
こ
こ
で
学
ん
だ
皆

さ
ん
が
、
杉
並
ら
し
い
活
動

の
主
体
と
な
っ
て
い
く
こ
と

や
、
地
域
に
お
け
る
多
様
な

連
携
の
場
を
創
出
し
て
い
く

こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

�
高
円
寺
若
者
雑
学
塾 

簡
単
オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ
ン

プ
を
作
ろ
う
！
講
座

　

�
３
月
９
日
�
午
後
１
時
〜

４
時　

分
�
セ
シ
オ
ン
杉
並

３０

（
梅
里
１
―　

―　

）
�
ラ
ン

２２

３２

プ
作
家
・
長
谷
川
啓
�
五
〇
〇

円
�
二
〇
名
�
・
�
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
（
記
入
例
参
照
）

で
、
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
�
３

３
１
７
‐
６
６
２
１　

３
３
１

FAX

７
‐
６
６
２
０
へ
（
先
着
順
）

場

師

定

対
費

申

問
他

時

場

師
費

定

申

問

�
　

庭
木
の
剪
定
に
つ
い
て
、
講

習
と
実
技
を
交
え
た
連
続
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

　

�
３
月
５
日
�
〜
７
日
�

（
三
日
間
）
▽
午
前
の
部
＝
午

前　

時
〜
正
午
▽
午
後
の
部
＝

１０
午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分
�

３０

３０

塚
山
公
園
み
ど
り
の
相
談
所

（
下
高
井
戸
５
―　

―　

）、上

２３

１２

高
井
戸 
苗  
圃 
（
上
高
井
戸
３
―

び
ょ
う 

ほ

８
）
�
樹
木
医
・
澤
地
家
治
�

区
内
在
住
で
三
日
間
と
も
出
席

で
き
る
方
�
午
前
の
部
、
午
後

の
部
と
も
二
〇
名
（
抽
選
）
�

無
料
�
往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例

参
照
）
に
「
午
前
の
部
」
ま
た

は
「
午
後
の
部
」
の
い
ず
れ
か

を
書
い
て
（
三
日
間
と
も
同
じ

部
を
選
択
）、
２
月　

日
（
消
印

２０

有
効
）
ま
で
に
公
園
緑
地
課
み

ど
り
の
係
へ
（
会
場
に
は
送
ら

な
い
で
く
だ
さ
い
）
�
同
係

�
区
民
科
学
教
室 

多
摩
川
で
、
自
然
と
人

間
の
関
係
を
考
え
よ
う

―
地
層
と
化
石

　

東
京
都
西
部
を
流
れ
る
多
摩

川
に
は
、
杉
並
の
土
地
の
つ
く

り
と
生
い
立
ち
を
解
く
カ
ギ
が

あ
り
ま
す
。

　

現
地
で
の
観
察
な
ど
に
よ
っ

て
、
自
然
と
人
間
と
の
関
わ
り

合
い
に
つ
い
て
思
い
を
巡
ら
し

ま
せ
ん
か
。

　

�
３
月
８
日
�
午
後
０
時　
１５

分
〜
４
時
（
予
定
）
�
集
合
場

所
＝
Ｊ
Ｒ
立
川
駅
南
口
▽
コ
ー

ス
＝
立
川
駅
南
口
（
バ
ス
）
↓

昭
島
市
多
摩
大
橋
付
近
（
以
下

徒
歩
）
↓
昭
島
市
Ｊ
Ｒ
八
高
線

鉄
橋
付
近
↓
昭
島
市
大
日
堂
付

近
（
観
察
終
了
後
解
散
）
�
区

�
み
ど
り
の
講
座 

初
め
て
の
庭
木 
剪  
定 

せ
ん 
て
い

時

場

師

対

定

費

申

問

時

内

対

内
在
住
・
在
勤
の
方
�
三
〇
名

（
抽
選
）
�
保
険
料
五
〇
円（
交

通
費
は
自
己
負
担
）
�
往
復
ハ

ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）
で
、
２

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
科
学

２４
館
（
〒　

‐
０
０
３
３
清
水
３

１６７

―
３
―　

）
へ
�
同
館
�
３
３

１３

９
６
‐
４
３
９
１
へ
�
就
学
前

の
お
子
さ
ん
の
同
伴
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い

�
家
族
介
護
教
室 

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
お
仕

事
っ
て
？

　

�
２
月　

日
�
午
後
１
時
〜

２２

２
時　

分
�
和
田
ふ
れ
あ
い
の

３０

家
（
和
田
３
―　

―
４
）
�
区

５２

内
訪
問
介
護
事
業
者
�
無
料
�

二
〇
名
�
・
�
電
話
で
、
和
田

ふ
れ
あ
い
の
家
�
３
３
１
２
‐

９
５
５
６
へ
（
先
着
順
）

�
育
児
講
演
会 

子
ど
も
が
育
つ
こ
と
、

こ
と
ば
が
育
つ
こ
と

　

�
２
月　

日
�
午
前　

時
〜

２４

１０

正
午
�
高
円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー

（
高
円
寺
南
３
―　

―　

）
�

２４

１５

講
演
と
音
楽
療
法
�
言
語
聴
覚

士
・
藤
井
栄
子
�
０
歳
、
１
歳

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
�
二
〇

組
�
無
料
�
・
�
電
話
で
、
高

円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１

１
‐
０
１
１
６
へ
（
先
着
順
）

食
の
安
全
に
つ
い
て

　

�
２
月　

日
�
午
前　

時
〜

２８

１０

正
午
�
上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー

（
上
井
草
３
―
８
―　

）
�
食

１９

品
の
安
全
性
に
つ
い
て
の
話
�

食
品
科
学
広
報
セ
ン
タ
ー
消
費

生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
瀬
古
博

子
�
五
〇
名
�
無
料
�
・
�
電

話
で
、
上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー

�
３
３
９
４
‐
１
２
１
２
へ（
先

着
順
）

定

費

申

問

他

時

場

師

費

定

申

問

時
場

内

師
対

定

費

申

問

時
場

内
師

定

費

申

問

●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を
●あて先は各記事の申込先
　（住所が記載されていな
いものは区役所）
●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢・性別も記入

〈郵便ハガキ〉
A行事名

B住所

C氏名（フリガナ）

D年齢　E性別

F電話番号

（１人１枚）

�

�

�

�
女
性
経
営
者
セ
ミ
ナ
ー 

会
社
が
元
気
で
い
る
た

め
に
は
？

　

経
営
と
は
何
か
、
会
社
が

元
気
で
い
る
た
め
の
秘
け
つ

を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

�
２
月　

日
�
午
後
１
時

２３

〜
３
時
�
杉
並
商
工
指
導

員
・
味
香
興
郎
�
区
内
企
業

ま
た
は
在
住
の
女
性
経
営
者

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
可
）
�
三
〇
名

（
先
着
順
）
�
無
料
�
当
日
、

直
接
会
場
へ
�
託
児
（
１
歳

〜
就
学
前
）
希
望
の
方
は
、

ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

（
記
入
例
参
照
）
で
、
２
月

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
同
セ

１７ン
タ
ー
へ

�
女
性
の
た
め
の
法
律
講
座 

離
婚
―
元
気
で
前
向
き

な
明
日
の
た
め
に　
　

　

親
権
、財
産
分
与
、調
停
等

離
婚
に
つ
い
て
男
女
平
等
推

進
セ
ン
タ
ー
法
律
相
談
担
当

弁
護
士
が
お
話
し
し
ま
す
。

　

�
２
月　

日
�
午
後
６
時

２６

　

分
〜
８
時　

分
�
弁
護

３０

３０

士
・
吉
岡
睦
子
�
区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方
�
三
〇
名

�
無
料
�
当
日
、
直
接
会
場

へ
�
託
児（
１
歳
〜
就
学
前
）

時

師

対
定

費

申

他

時

師

対

定

費

申

他

希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
（
記
入
例
参
照
）

で
、
２
月　

日
（
必
着
）
ま

１９

で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ

�
男
性
セ
ミ
ナ
ー 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
ス
キ
ル
講
座 

―
男
性
・
初
級
編

　

職
場
や
家
庭
、
男
女
・
友

人
関
係
と
い
っ
た
身
近
な
場

所
で
、
人
と
人
が
お
互
い
に

理
解
し
合
い
人
間
関
係
を
深

め
る
た
め
の
、
話
し
合
い
や

ゲ
ー
ム
を
取
り
入
れ
た
入
門

講
座
で
す
。

　

男
性
向
け
で
す
が
、
女
性

の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

　

�
�
３
月
５
日
�
＝
あ
な

た
は
人
の
話
を
聞
い
て
い
ま

す
か
�　

日
�
＝
男
性
の
た

１９

め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

法
／
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午

後
６
時　

分
〜
８
時　

分
�

３０

３０

親
業
訓
練
協
会
人
間
関
係
講

座
Ｅ
Ｔ
Ｗ
・
Ｐ
Ｅ
Ｔ
シ
ニ
ア

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
米
田

美
映
�
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
�
三
〇
名
�
無
料

�
往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
（
記
入
例
参
照
）
で
、

２
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に

２１

同
セ
ン
タ
ー
へ
�
託
児
（
１

歳
〜
就
学
前
）
が
あ
り
ま
す

時

師

対

定

費

申

他

【凡例】 �＝日時　� ＝場所　� ＝内容　� ＝講師　� ＝対象　� ＝定員　� ＝参加費　� ＝申し込み　� ＝問い合わせ　� ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

◆
男
女
平
等
推
進

セ
ン
タ
ー
の
催
し
◆

【
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

　

〒　

‐
０
０
５
１
荻
窪
１
―　

―
３

１６７

５６

　

�
３
３
９
３
‐
４
４
１
０　

３
３
９
３
‐
４
７
１
４

FAX
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了
証
明
書
�
介
護
を
受
け
て
い

る
方
の
介
護
保
険
被
保
険
者
証

�
振
込
先
口
座
番
号
が
確
認
で

き
る
も
の
（
郵
便
局
は
不
可
）

を
添
え
て
、
保
健
福
祉
部
管
理

課
（
区
役
所
東
棟
三
階
）
へ
持

参
し
て
く
だ
さ
い
�
同
課

問

地
域
を
考
慮
し
た
抽
選
を
行
い

ま
す
�
同
担
当
�
５
３
２
３
‐

２
６
８
４

家
族
介
護
者
ヘ
ル
パ
ー

受
講
料
の
助
成

　

訪
問
介
護
員
養
成
研
修
の
受

講
料
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

�
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
方
�
区
内
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
申
請
時
過
去
一
年
間
に
三

親
等
内
の
親
族
で
介
護
保
険
第

１
号
被
保
険
者
（
第
２
号
被
保

険
者
で
特
定
疾
病
に
該
当
す
る

方
を
含
む
）
を
三
カ
月
以
上
介

護
し
て
い
る
、
ま
た
は
介
護
し

て
い
た
方
�　

年
度
中
に
訪
問

１４

介
護
員
養
成
研
修
二
級
ま
た
は

三
級
課
程
を
受
講
し
修
了
認
定

を
受
け
た
方
�
区
内
で
訪
問
介

護
員
と
し
て
働
く
こ
と
を
希
望

す
る
方
／
厚
生
労
働
省
所
管
の

教
育
訓
練
給
付
金
受
給
者
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
�
助
成
額
＝

上
限
三
万
円
（
た
だ
し
受
講
料

に
教
材
費
を
含
む
場
合
は
、
教

材
費
を
差
し
引
い
た
額
）
�
六

名
（
先
着
順
）
�
�
印
鑑
�
受

講
料
の
領
収
書
（
教
材
費
な
ど

の
金
額
が
わ
か
る
も
の
）
�
修

問
対

内

定

申

農
園
利
用
者
と
し
て
既
に
当
選

し
て
い
る
方
は
、
応
募
で
き
ま

せ
ん

公
団
荻
窪
団
地
建
替
え
・

周
辺
街
づ
く
り
懇
談
会

会
員

　

「
公
団
荻
窪
団
地
」
の
建
替

え
に
あ
た
り
、
緑
豊
か
で
災
害

に
強
い
街
づ
く
り
に
貢
献
で
き

る
よ
う
、
団
地
の
活
用
を
一
緒

に
考
え
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
ま
す
。（
区
後
援
）

　

�
期
間
＝
３
月
〜
８
月
（
予

定
）
▽
組
織
＝
学
識
経
験
者
・

専
門
家
数
名
、
地
域
の
代
表
者

数
名
、
公
募
周
辺
住
民
�
荻
窪

１
〜
３
丁
目
、
成
田
東
４
・
５

丁
目
、
成
田
西
３
・
４
丁
目
に

お
住
ま
い
の
方
�
二
〇
名
�
ハ

ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
３
面

記
入
例
参
照
）
に
応
募
動
機
も

書
い
て
、
２
月　

日
（
消
印
有

２５

効
）
ま
で
に
都
市
基
盤
整
備
公

団
東
京
支
社
建
替
業
務
部
特
定

開
発
課
・
山
崎
（
〒　

‐
１
３

１６３

８
２
新
宿
区
西
新
宿
６
―
５
―

１
新
宿
ア
イ
ラ
ン
ド
タ
ワ
ー　
１７

Ｆ　

５
９
７
４
‐
５
７
７
０
）

FAX
へ
。申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

内

対

定

申

由
し
て
申
し
込
み
が
で
き
ま

す
）
�
学
務
課
就
学
奨
励
係
�

高
等
学
校
な
ど
に
在
学
中
の
方

は
、
随
時
、
月
額
奨
学
金
の
申

し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

区
民
農
園
の
利
用
者

　

区
民
農
園
の
利
用
者
を
追
加

募
集
し
ま
す
。

　

�
募
集
農
園
＝
井
草
第
二
区

民
農
園
三
四
区
画
（　

年
２
月

１６

　

日
ま
で
使
用
）、久
我
山
区
民

１５農
園
三
四
区
画
（　

年
２
月　

１７

１５

日
ま
で
使
用
）
▽
利
用
区
画
＝

一
世
帯
に
つ
き
一
区
画
・
約
一

〇
�
▽
利
用
料
＝
一
年
に
つ
き

三
〇
〇
〇
円
�
区
内
在
住
（
住

民
登
録
し
て
い
る
方
）
で
耕
作

意
欲
が
あ
り
、
耕
作
で
き
る
土

地
を
持
た
な
い
世
帯
�
往
復
ハ

ガ
キ
（
３
面
記
入
例
参
照
）
に

井
草
第
二
区
民
農
園
、
久
我
山

区
民
農
園
の
い
ず
れ
か
一
つ
と

生
年
月
日
も
書
い
て
、
２
月　
１７

日
（
必
着
）
ま
で
に
経
済
勤
労

課
都
市
農
業
係
へ
（
抽
選
）
�

同
係
�
�
一
世
帯
に
つ
き
一
通

に
限
り
ま
す
�
他
人
の
名
義
を

借
り
た
不
正
申
し
込
み
は
禁
止

し
ま
す
�　

年
〜　

年
の
区
民

１５

１７

問

他

内

対

申

問

他

七
円
�
月
給
一
四
万
円
程
度
／

い
ず
れ
も
見
込
み
▽
選
考
方
法

＝
書
類
審
査
と
面
接
�
写
真
を

は
っ
た
履
歴
書
に
�
ま
た
は
�

を
明
記
し
、
２
月　

日
ま
で
に

２８

杉
並
区
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

事
務
局
（
南
荻
窪
３
―　

―　
２８

１０

杉
並
盲
人
会
館
内
）
へ
持
参
�

同
協
会
事
務
局
�
３
３
３
３
‐

３
４
４
４杉

並
区
奨
学
生

　

�
今
春
、
高
等
学
校
・
高
等

専
門
学
校
・
専
修
学
校
（
高
等

課
程
）
に
入
学
予
定
の
方
で
、

区
内
に
一
年
以
上
住
み
、
独
立

の
生
計
を
営
む
保
護
者
と
同
居

し
、
経
済
的
理
由
で
修
学
が
困

難
な
方
（
た
だ
し
、
他
か
ら
奨

学
金
を
受
け
る
方
を
除
く
）
�

金
額
＝
�
公
立
＝
月
額
奨
学
金

一
万
七
〇
〇
〇
円
以
内
、
入
学

準
備
金
一
〇
万
円
以
内
�
私
立

＝
月
額
奨
学
金
二
万
九
〇
〇
〇

円
以
内
、
入
学
準
備
金
三
〇
万

円
以
内
／
い
ず
れ
も
無
利
子
▽

返
還
方
法
＝
卒
業
の
一
年
後
か

ら
一
〇
年
以
内
に
返
還
▽
申
込

期
限
＝
３
月
７
日
（
杉
並
区
立

中
学
の
在
校
生
は
、
学
校
を
経

申

問

対

内

ど
の
教
育
相
談
業
務
▽
応
募
資

格
＝
臨
床
心
理
士
の
有
資
格
者

▽
募
集
人
員
＝
三
名
▽
報
酬
＝

日
額
一
万
二
九
〇
〇
円
（　

年
１５

度
予
定
）
�
写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
に
非
常
勤
の
教
育
相
談
員

希
望
と
明
記
し
、２
月　

日（
必

２４

着
）
ま
で
に
済
美
教
育
研
究
所

（
〒　

‐
０
０
１
３
堀
ノ
内
２

１６６

―
５
―　

）
へ
郵
送
ま
た
は
持

２６

参
�
同
研
究
所
�
３
３
１
１
‐

０
０
２
１

�
盲
人
会
館 

事
務
局
職
員　
　
　
　
　

　

�
区
内
在
住
で
、
視
覚
障
害

者
な
ど
に
理
解
の
あ
る　

歳
ま

５０

で
の
方
（
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操

作
有
）
�
�
受
付
・
電
話
応
対
・

軽
作
業
な
ど
�
サ
ー
ビ
ス
管
理

▽
募
集
人
員
＝
若
干
名
▽
期
間

＝
４
月
１
日
か
ら
一
年
間
（
六

年
を
限
度
に
更
新
可
）
▽
勤
務

日
・
時
間
＝
�
週
二
〜
三
日
、

午
前
８
時　

分
〜
午
後
９
時
を

３０

二
交
代
制
（
土
・
日
曜
、
祝
日

勤
務
有
）
�
月
一
六
日
、
午
前

８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

３０

１５

（
土
・
日
曜
勤
務
有
）
▽
報
酬

＝
�
時
給
九
九
〇
円
〜
一
二
三

申

問対

内

階
）へ
�
同
係

�
環
境
博
覧
会
す
ぎ
な
み
２

０
０
３ 

実
行
委
員

　
　

月
に
開
催
す
る
「
環
境
博

１０
覧
会
す
ぎ
な
み
２
０
０
３
」
の

企
画
・
運
営
を
行
う
実
行
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

　

�
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方（
外
国
人
を
含
む
）
�
五
名

程
度
�
封
書
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
、「
環
境
博
覧
会
に
つ
い
て
の

私
の
企
画
提
案
」（
四
〇
〇
字
程

度
）、住
所
・
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・

年
齢
・
電
話
番
号
を
書
い
て
、

２
月　

日
ま
で
に
環
境
課
環
境

２１

都
市
推
進
担
当　

３
３
１
２
‐

FAX

２
３
１
６
へ
。
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
、
選
考
�
同
担
当

非
常
勤
教
育
相
談
員

　

�
勤
務
日
数
・
勤
務
時
間
＝

月
一
〇
日
勤
務
（
７
月
・
８
月

は
除
く
）
午
前
８
時　

分
〜
午

３０

後
５
時　

分
（
実
働
八
時
間
）

１５

▽
勤
務
期
間
＝
４
月
１
日
か
ら

一
年
間
（
更
新
可
）
▽
勤
務
場

所
・
勤
務
内
容
＝
区
内
小
学
校

に
お
け
る
不
登
校
や
い
じ
め
な

問

対

定

申

問

内

�

社
会
教
育
委
員

　

社
会
教
育
委
員
は
、
教
育
委

員
会
の
諮
問
に
応
じ
て
、
社
会

教
育
に
関
し
て
提
言
を
し
た

り
、
必
要
な
調
査
・
研
究
を
行

い
ま
す
。

　

�
区
内
在
住
・
在
勤
で
、
社

会
教
育
・
家
庭
教
育
・
ス
ポ
ー

ツ
に
つ
い
て
活
動
実
績
が
あ

り
、
幅
広
い
視
野
を
持
ち
、
杉

並
区
の
社
会
教
育
の
振
興
に
意

欲
の
あ
る
方
�
任
期
＝
４
月　
２５

日
〜　

年
４
月　

日
▽
募
集
人

１７

２４

員
＝
四
名
▽
選
考
方
法
＝
申
込

書
、
小
論
文
、
面
接
�
申
込
用

紙
（
社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課
管

理
係
、
図
書
館
、
体
育
施
設
に

あ
り
ま
す
）
で
、
２
月　

日
�

１２

〜　

日
�
に
社
会
教
育
ス
ポ
ー

２８
ツ
課
管
理
係（
区
役
所
東
棟
六

対

内

申

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

土曜日のパパママ学級
高井戸保健センター（〒１６８‐００７２
高井戸東３‐２０‐３�３３３４‐４３０４）

和泉保健センター（〒１６８‐００６３
和泉４‐５０‐６�３３１３‐９３３１）会　　  場

４月５日º午後１時～４時３月８日º午後１時～３時３０分日 　　 時
区内在住の当日妊娠２０週以上の初
産のカップル２０組（抽選）

区内在住の当日妊娠２０週以上の初
産のカップル１５組（抽選）対象・定員

３月７日（必着）２月２２日 （必着）締 切 日
往復ハガキに２人の氏名・住所・電話番号・出産予定日、返信用のあて先を
書いて、各保健センターへ。申込方法

報」のお申し込みは広報課へ。

�
公
害
学
級 

声
を
出
し
て
ぜ
ん
息
発

作
に
備
え
よ
う

　

�
３
月
１
日
�
午
後
２
時
〜

４
時
�
杉
並
保
健
所
（
荻
窪
５

―　

―
１
）
�
音
楽
を
通
し
て

２０
腹
式
呼
吸
法
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
音
楽
療
法
に
つ
い
て
の
講

演
・
実
技
�
音
楽
療
法
士
・
福

田
義
子
�
区
内
在
住
で
「
大
気

汚
染
関
連
疾
病
」
の
○都
 

の
医
療

券
を
持
っ
て
い
る
方
と
そ
の
保

護
者
�
五
〇
名
�
無
料
�
・
�

電
話
で
、
杉
並
保
健
所
保
健
予

時
場

内
師

対
定

費

申

問

防
課
�
３
３
９
１
‐
１
０
２
５

へ
（
先
着
順
）

包
丁
と
ぎ
を
習
お
う

　

と
ぎ
方
を
習
っ
て
、
い
つ
も

切
れ
味
の
い
い
包
丁
で
料
理
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

�
３
月
１
日
�
�
午
後
１
時

〜
�
２
時　

分
〜
�
リ
サ
イ
ク

３０

ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
�
各
回
一
〇

名
�
三
〇
〇
円（
材
料
費
別
途
）

�
往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例

参
照
）
に
希
望
す
る
時
間
帯
も

書
い
て
、
２
月　

日
（
必
着
）

２０

ま
で
に
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高

時

場定

費
申

井
戸
（
〒　

‐
０
０
７
２
高
井

１６８

戸
東
３
―
７
―
４
）
へ
�
同
ひ

ろ
ば
�
３
３
３
１
‐
４
３
６
０

（
水
・
木
曜
休
館
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会

　

車
イ
ス
利
用
の
障
害
者
に
対

す
る
介
助
方
法
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。

　

�
３
月
８
日
�
午
後
１
時　
３０

分
〜
３
時
�
障
害
者
福
祉
会
館

（
高
井
戸
東
４
―　

―
５
）
�

１０

無
料
�
・
�
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
（
３
面
記
入
例
参
照
）
で
、

２
月　

日
ま
で
に
障
害
者
福
祉

２８

問

時

場

費

申

問

会
館
運
営
協
議
会
事
務
局
�
３

３
３
２
‐
６
１
２
１　

３
３
３

FAX

５
‐
３
５
８
１
へ

�
学
び
と
気
づ
き
の
セ
ミ
ナ
ー 

生
活
に
生
か
す
道
徳

　

�
２
月　

日
�
午
後
１
時　

２３

３０

分
〜
３
時　

分
（
区
後
援
）
�

３０

産
業
商
工
会
館
（
阿
佐
谷
南
３

―
２
―　

）
�
�
モ
ラ
ロ
ジ
ー

１９

研
究
所
社
会
教
育
講
師
・
田
中

文
夫
�
五
〇
名
�
無
料
�
・
�

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
３
面

記
入
例
参
照
）
で
、
杉
並
モ
ラ

ロ
ジ
ー
事
務
所
・
橋
本
�
・　
FAX

時

場

師

定

費

申

問

５
３
０
０
‐
７
１
２
３
へ
（
当

日
、
直
接
会
場
も
可
）

�
　

悲
し
み
は
消
す
こ
と
は
で
き

な
く
て
も
、
分
か
ち
合
う
こ
と

で
軽
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
同
じ
体
験
を
持
つ
人
の
話

を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。　
　

�
２
月　

日
�
午
後
１
時　

分

２８

３０

〜
４
時
�
杉
並
保
健
所
（
荻
窪

５
―　

―
１
）
�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
生
と

２０

死
を
考
え
る
会
・
杉
本
脩
子
ほ

う
し
な �
精
神
保
健
学
級 

か
け
が
え
の
な
い
人
を

喪
っ
た
あ
な
た
へ

時

場

師

か
�
三
〇
名
�
電
話
で
、
和
泉

保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
３
‐

９
３
３
１
へ
（
先
着
順
）

�
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
実
践
教
室 

生
活
習
慣
病
予
防
の
た

め
に

◇
高
井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー

　

�
・
�
�
３
月
５
日
＝
生
活

習
慣
を
改
善
す
る
た
め
に
〜
病

気
の
予
防
の
話
�　

日
＝
生
活

１２

習
慣
病
予
防
の
た
め
の
食
生

活
、
ポ
イ
ン
ト
み
が
き
で
歯
周

病
予
防
�　

日
＝
運
動
習
慣
を

１９

つ
け
る
に
は
〜
日
常
生
活
の
中

定

申

時

内

で
簡
単
に
で
き
る
効
果
的
な
運

動
�　

日
＝
復
習
会
〜
仲
間
づ

２６

く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
／

い
ず
れ
も
水
曜
日
の
午
前　

時
１０

〜
正
午
�
高
井
戸
保
健
セ
ン
タ

ー
（
高
井
戸
東
３
―　

―
３
）

２０

�
高
血
圧
・
高
脂
血
症
・
糖
尿

病
・
肥
満
で
、
健
診
の
結
果
要

指
導
と
判
断
さ
れ
た
方
�
三
〇

名
�
無
料
�
・
�
電
話
で
、
高

井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
３

４
‐
４
３
０
４
へ
（
先
着
順
）

�
一
回
で
も
参
加
で
き
ま
す

◇
上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー

　

�
・
�
�
２
月　

日
＝
知
ろ

１８

場

対

定

費

申

問

他
時

内

う
！
つ
く
ろ
う
！
血
液
さ
ら
さ

ら
の
か
ら
だ
�　

日
＝
食
生
活

２５

を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
今

か
ら
間
に
合
う
？
歯
周
病
対
策

�
３
月
４
日
＝
か
ら
だ
を
気
持

ち
よ
く
動
か
そ
う
�　

日
＝
こ

１１

れ
か
ら
始
ま
る
健
康
づ
く
り
／

い
ず
れ
も
火
曜
日
の
午
前　

時
１０

〜
正
午
�
上
井
草
保
健
セ
ン
タ

ー
（
上
井
草
３
―
８
―　

）
�

１９

生
活
習
慣
病
要
指
導
者
お
よ
び

関
心
の
あ
る
方
�
三
〇
名
�
無

料
�
・
�
電
話
で
、
上
井
草
保

健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
４
‐
１

２
１
２
へ
（
先
着
順
）

場

対

定

費

申

問
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�都民体育大会予選会
◇アーチェリー
　�・�３月９日∂＝上井草スポーツセンター（上井草３‐３４‐１）、３０日∂＝
葛飾区スポーツセンター（葛飾区奥戸７‐１７‐１）／時間は、いずれも午前９時
～�区内在住・在勤・在学の方（学連加入者は除く）�２００円�当日、直接会場
へ�区アーチェリー協会・小杉�３３９０‐６８３９（平日の午前９時～午後９時）
◇弓道
　�３月１６日∂午後１時～�上井草スポーツセンター（上井草３‐３４‐１）�
種目＝一般男子・女子�区内在住・在勤・在学の方�無料�ハガキ（３面記入
例参照）に在勤の場合は勤務先の名称・所在地・電話番号も書いて、３月７日
（必着）までに区弓道連盟・宍戸文育（〒１６８‐００６５浜田山１‐７‐６‐２０３）へ
�同連盟・宍戸�３３２９‐４６１４
◇バドミントン
　�３月２９日º＝女子Ｃランク以下、３０日∂＝男子・女子ＡＢランク／時間は、
いずれも午前９時～�上井草スポーツセンター（上井草３‐３４‐１）�種目＝男
子・女子複�区内在住・在勤・在学の方�１組３０００円を郵便局「００１３０‐８‐
７２４１１７杉並区バドミントン連盟」へ振り込み�受領証のコピーと申込書（区立体
育館にあります）を３月１０日（必着）までに区バドミントン連盟・宇田川孝（〒
１６６‐００１５成田東４‐３８‐２０ミカド運動具店内）へ郵送または持参�同連盟・宇
田川�３３１３‐８５５１（午前１０時～午後５時）
�杉並区チャリティーゴルフ大会
　�３月１８日∏午前８時～（区後援）�高坂カントリー倶楽部（埼玉県東松山市
高坂）�区内在住・在勤・在学の方�５０００円（別にプレー代１万４８００円と食事代
など自己負担）、チャリティー費＝１口１０００円�１００名（先着順）�往復ハガキま
たはファクス（３面記入例参照）に生年月日、ＨＣ、団体バス利用の有無も書い

競技大会

時 場

対 費 申
問

時 場 内
対 費 申

問

時
場 内

対 費
申

問

時 場
対 費

定 申

て、２月２５日（必着）までに区ゴルフ連盟事務局（〒１６６‐０００１阿佐谷北２‐３３
‐２FAX３３３９‐４５４５）へ�同連盟事務局�３３３９‐８２２６

�

◇サウンドテーブルテニス（盲人卓球講習会）
　鈴の入ったピンポン玉を、音を頼りに打ち合う競技です。
　�２月２３日∂午前９時～午後１時�荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２）�区内在
住・在勤・在学の視覚障害のある方�２０名�無料�当日、直接会場へ�同体育
館�３２２０‐３３８１
◇気軽にフィットネス～中高年の体力づくり～
　４０歳以上の方を対象に、生活習慣病予備軍や体力
の低下などの問題を、運動面から改善するプログラ
ムをアドバイスします。
　�２月２６日π午前９時～１１時�上井草スポーツ
センター・トレーニングルーム（上井草３‐３４‐１）
�区内在住・在勤・在学で４０歳以上の方�２０名�
４００円（入場料）�・�電話で、前日までに上井草
スポーツセンター�３３９０‐５７０７へ
◇シェイプアップセミナー
　運動と身体づくりの関係を正しく理解し、無理なく運動習慣を身につけましょ
う。
　�３月４日～１８日の毎週火曜日午前９時～１１時（計３回）�上井草スポーツセ
ンター・トレーニングルーム�区内在住・在勤・在学で１６歳以上の方�２０名（抽
選）�４００円（入場料）�往復ハガキ（３面記入例参照）で、２月２４日（必着）
までに上井草スポーツセンター（〒１６７‐００２３上井草３‐３４‐１）へ�同センタ
ー�３３９０‐５７０７

問

スポーツ教室　

時 場 対
定 費 申 問

時 場

対 定 費
申 問

時 場
対 定

費 申
問

Ｅ
メ
ー
ルs

u
g
in
a
m
i@
to
k

y
o
-c
c
i.o
r.jp

へ
�
同
支
部

�
応
募
者
に
は
、
定
員
を
超
え

た
場
合
に
限
り
ご
連
絡
し
ま
す

の
で
、
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

問

他

揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方
（
�
の
方

の
請
求
期
限
＝
３
月　

日
）
�
・

３１

�
総
務
省
認
可
法
人
平
和
祈
念

事
業
特
別
基
金
（
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
�
０
１
２
０
‐
２
３
４
‐

９
３
３
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp

://w
w
w
.h
e
iw
a
.o
r.jp
/

）

へ�

�
請
求
書
類
は
区
地
域
福

祉
係
（
区
役
所
東
棟
三
階
）
に

も
あ
り
ま
す
�
す
で
に
請
求
さ

れ
た
方
は
、
請
求
の
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん

�★
東
京
商
工
会
議
所
杉
並
支

部
・
荻
窪
法
人
会
・
杉
並
法
人

会
特
別
講
演
会
「
歴
史
に
み
る

変
革
期
の
経
営
」

　

�
２
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１７

４
時
�
産
業
商
工
会
館
（
阿
佐

谷
南
３
―
２
―　

）
�
小
説
家
・

１９

童
門
冬
二
�
一
二
〇
名
�
無
料

�
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
電

子
メ
ー
ル（
３
面
記
入
例
参
照
）

に
会
社
名
・
フ
ァ
ク
ス
番
号
も

書
い
て
、
東
京
商
工
会
議
所
杉

並
支
部
�
３
２
２
０
‐
１
２
１

１　

３
２
２
０
‐
１
２
１
０
、

FAX

申

問
他

� �

時
場

師

定

費

申

　

�
都
市
計
画
課

区
議
会
を
傍
聴
し
ま
し

ょ
う

　

第
一
回
区
議
会
定
例
会
は
、

２
月　

日
�
か
ら
開
会
さ
れ
る

２４

予
定
で
す
。こ
の
定
例
会
で
は
、

主
に　

年
度
の
予
算
を
中
心
に

１５

審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

区
議
会
の
本
会
議
や
委
員
会

の
傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、
当

日
、
区
議
会
事
務
局
（
区
役
所

中
棟
三
階
）
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
定
員
の
範
囲
内
で
ど
な

た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

　

�
・
�
区
議
会
事
務
局
へ
�

�
定
例
会
の
日
程
は
、
２
月　
１８

日
�
以
降
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
�
手
話
通
訳
を
希
望
す

る
方
は
、
希
望
日
の
四
日
前
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

恩
給
欠
格
者
・
引
揚
者

の
皆
さ
ん
へ

　

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で

は
、 
慰  
藉 
の
念
を
あ
ら
わ
す
た

い 

し
ゃ

め
、
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

な
ど
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

�
�
旧
軍
人
軍
属
で
恩
給
な

ど
を
受
け
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ

る
恩
給
欠
格
者
�
終
戦
に
伴

い
、
本
邦
以
外
の
地
域
か
ら
引

問申

問

他

対

　

�
２
月　

日
�
午
前　

時
〜

２４

１０

午
後
４
時
（
正
午
〜
１
時
を
除

く
）
�
東
京
税
理
士
会
荻
窪
支

部
（
天
沼
３
―
６
―
６
吉
田
ビ

ル
二
階
）
�
当
日
、
直
接
会
場

へ
�
東
京
税
理
士
会
荻
窪
支
部

�
３
３
９
１
‐
０
４
１
１ 

用
途
地
域
等
の
見
直
し

（
杉
並
区
素
案
）の
説
明
会

　

�
・
�
下
表
の
と
お
り
�
当

日
、直
接
会
場
へ
�
�
内
容
は
、

い
ず
れ
の
会
場
も
同
じ
で
す
�

各
会
場
と
も
駐
車
場
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
車
で
の
来
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い

　

素
案
の
内
容
な
ど
は
、「
広
報

す
ぎ
な
み
」
１
月　

日
特
集
号

２１

「
用
途
地
域
等
の
見
直
し
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
素
案
に
対
す
る

要
望
な
ど
は
、
住
所
・
氏
名
・

内
容
お
よ
び
理
由
な
ど
を
書
い

て
、
３
月　

日
ま
で
に
都
市
計

１１

画
課
へ
。

時
場

申

問時

場

申

他

�税
理
士
に
よ
る
税
の
無

料
相
談
会

◇
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
、

譲
渡
所
得
の
無
料
相
談
会

　

�
２
月　

日
�
午
前　

時
〜

２２

１０

午
後
４
時
（
正
午
〜
１
時
を
除

く
）
�
東
京
税
理
士
会
杉
並
支

部
（
阿
佐
谷
南
３
―
１
―　

サ
３３

ン
ア
サ
ガ
ヤ
ビ
ル　

）
�
�
銀

２０１

行
な
ど
か
ら
の
借
入
に
よ
り
自

宅
を
取
得
し
た
方
ま
た
は
増
改

築
し
た
方
が
、
確
定
申
告
に
よ

り
税
額
控
除
を
受
け
る
た
め
の

相
談
�
土
地
建
物
な
ど
を
譲
渡

し
た
方
が
確
定
申
告
を
す
る
場

合
の
相
談
�
電
話
で
、
東
京
税

理
士
会
杉
並
支
部
�
３
３
９
１

‐
１
０
２
８
へ
予
約
し
て
く
だ

さ
い
�
同
支
部
�
相
談
時
間
は

一
人
当
た
り
三
〇
分
程
度
で
す

◇
無
料
相
談
会

時
場

内

申

問

他

〈用途地域等の見直し説明会〉
会　　　　場月　日

久我山会館（久我山３‐２３‐２０）　２月１２日π

高井戸地域区民センター
（高井戸東３‐７‐５）　　１３日∫

高円寺地域区民センター
（梅里１‐２２‐３２セシオン杉並）

　　１４日ª

四宮区民集会所（上井草２‐２８‐１３）

阿佐谷地域区民センター
（阿佐谷南１‐４７‐１７）

　　１７日∑

西荻南区民集会所（西荻南３‐５‐２３）

浜田山会館（浜田山１‐３６‐３）
　　１８日∏

本天沼区民集会所（本天沼２‐１２‐１０）

男女平等推進センター
（荻窪１‐５６‐３ゆう杉並）

　　２０日∫
下高井戸区民集会所
（下高井戸３‐２６‐１）
高円寺北会議室
（高円寺北 ３ ‐ ２５ ‐ ９ 旧高円寺北出張所）　　２１日ª

永福和泉地域区民センター
（和泉３‐８‐１８）　　２４日∑

杉並公会堂（上荻１‐２３‐１５）　　　２５日∏

※時間は、いずれも午後７時から、１時間３０分程度。

「広報すぎなみ」は、新聞折り込みで配布しているほか、区の施設と、区内の各駅・公衆浴場・郵便局・病院などに置いてあります。「点字広報」「声の広報

　

２
月
に
入
る
と
、
ス
ギ
花

粉
が
飛
散
を
始
め
ま
す
。
都

が
作
成
し
た
「
花
粉
一
口
メ

モ
」
か
ら
、
症
状
を
抑
え
る

工
夫
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

☆
花
粉
が
飛
び
や
す
い
天
候

　

風
が
強
く
て
晴
天
で
乾
燥

し
た
日
や
、
雨
あ
が
り
の
翌

日
で
天
気
が
良
い
日
で
す
。

☆
外
出
す
る
場
合
は

　

帽
子
・
メ
ガ
ネ
・
マ
ス
ク

な
ど
体
に
花
粉
が
な
る
べ
く

付
か
な
い
よ
う
な
工
夫
が
効

果
的
で
す
。

☆
外
出
か
ら
帰
宅
し
た
時
は

　

洋
服
や
髪
の
毛
に
付
い
た

花
粉
を
払
い
落
と
し
て
か
ら

家
の
中
に
入
り
、
う
が
い
・

手
洗
い
・
洗
顔
を
し
ま
し
ょ

う
。

☆
薬
の
服
用
に
つ
い
て

　

耳
鼻
科
や
眼
科
な
ど
で
診

察
を
受
け
た
り
、
薬
局
の
薬

剤
師
に
相
談
す
る
な
ど
し
て

効
果
的
に
正
し
く
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

　

�
杉
並
保
健
所
�
３
３
９

１
‐
１
９
９
１

※
「
花
粉
一
口
メ
モ
」
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

h
ttp
://w
w
w
.k
e
n
k
o

u
.m
e
tro
.to
k
y
o
.jp
/

k
a
n
h
o
/

問

花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花
粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉
症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季
節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節
ででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

インターネット区民アンケート
「めざせ五つ星の区役所運
動」と「わかりやすい言葉」
について

　区のホームページでアンケ
ートを行っています。２月２４
日∑午後５時まで入力できま
す。ご協力をお願いします。

�区政相談課問

�
２
月
１

日
付
広
報

７
面
「
平
成　

年
度
杉
並
区
区

１４

政
功
労
者
」
の
う
ち
、
梅
田
敏

夫
さ
ん
の
役
職
名
は
、「
農
業
委

員
会
委
員
」
の
誤
り
で
し
た
。

�
同
７
面
ス
ポ
ー
ツ
「
尾
瀬
岩

鞍
ス
キ
ー
教
室
」
の
出
発
時
間

は
、「
午
前
７
時　

分
」、「
い
き

３０

い
き
健
康
ア
ド
バ
イ
ス
」
の
開

催
日
は
、「
２
月　

日
�
」
の
誤

２３

り
で
し
た
。
�
同
８
面
「
生
活

リ
ハ
ビ
リ
サ
ー
ビ
ス
・
在
宅
交

流
事
業
利
用
者
募
集
」表
中「
在

宅
交
流
事
業
」
は
、「　

年
４
月

１５

〜　

年
３
月
」の
誤
り
で
し
た
。

１６ 訂
正
と
お
わ
び
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平成１５（２００３）年２月１１日（火曜日）

�
２
〜
３
月
の
各
種
教
室

　

各
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
と
各

区
民
集
会
所
で
は
、
２
〜
３
月

の
各
種
教
室
を
左
表
の
と
お
り

開
き
ま
す
。参
加
費
は
無
料（
材

料
費
や
傷
害
保
険
料
は
自
己
負

担
）
で
す
。
申
し
込
み
は
、
往

復
ハ
ガ
キ（
３
面
記
入
例
参
照
）

で
、
表
中
の
各
締
切
日
（
必
着
）

ま
で
に
該
当
の
施
設
へ
（
７
面

下
参
照
）。申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
。

　

教
室
・
講
座
の
内
容
や
託
児

の
有
無
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
は
、
直
接
該
当
の
施
設
へ
。

��
文
化
遺
産
シ
リ
ー
ズ 

仏
教
美
術
を
学
ぼ
う
� 

―
寺
院
建
築
の
見
方

　

寺
院
建
築
の
各 
伽  
藍 
の
名

が 

ら
ん

称
、
そ
の
意
味
や
構
造
と
各
部

の
名
称
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　

今
後
の
仏
教
美
術
鑑
賞
の
基

礎
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

�
３
月
４
日
�
・　

日
�
午

１１

後
１
時　

分
〜
３
時　

分
（
計

３０

３０

二
回
）
�
黒
坂
翔
一
�
三
〇
名

�
五
〇
〇
円
（
資
料
代
）
�
往

復
ハ
ガ
キ（
３
面
記
入
例
参
照
）

永
福
和
泉
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

師

定

費

申

で
、
２
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２４

に
同
セ
ン
タ
ー
へ
�
筆
記
用
具

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

こ
ど
も
ま
つ
り 

　

�
２
月　

日
�
午
前　

時
〜

２３

１０

午
後
３
時
（
雨
天
決
行
）
�
二

人
の 
道  
化 
師
   

、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ピ 

エ 

ロ

ー
（
午
後
２
時
カ
ー
ド
配
布
終

了
）、
も
ち
つ
き
・
販
売
（
マ
イ

バ
ッ
グ
持
参
）、
お
は
な
し
会
、

リ
サ
イ
ク
ル
本
、
子
ど
も
演
技

発
表
、
子
ど
も
作
品
展
示
（　
１８

日
〜　

日
）、お
も
ち
ゃ
の
病
院

２７

（
実
費
の
み
）、子
ど
も
木
工
教

室（
無
料
・
作
品
を
入
れ
る
袋
持

他

時

内

参
）、
模
擬
店
な
ど
�
当
日
、
直

接
同
セ
ン
タ
ー
へ
�
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
・
図
書
コ
ー
ナ
ー
は
、午

後
３
時
以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん

ビ
デ
オ
編
集
機
器
使
用

講
習
会
�
（
Ｖ
Ｈ
Ｓ
８
ミ
リ
）

　

講
習
修
了
者
に
は
、
ビ
デ
オ

編
集
室
を
使
用
で
き
る
修
了
証

を
発
行
し
ま
す
。

　

�
・
�
３
月　

日
�
＝
総
合

２２

講
座
、　

日
�
＝
編
集
機
器
操

２３

作
実
習
／
午
前　

時
〜
午
後
５

１０

時
�
林
源
雄
�
一
〇
名
（
二
日

間
と
も
参
加
で
き
る
方
）
�
無

料
�
往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入

申他

時

内

師

定

費

申

　このコーナーでは、各地域の集会施設運営
協議会が企画した講座や、委員の皆さんが取
材したまちの話題を中心に、地域の情報をお
届けします。

〈２～３月の各種教室〉

申込締切材料費等開催日・時間教室・講座名・内容／講師（定員）

e永福和泉地域区民センター

　　　無料３月１・８日　
午後２時３０分～３時３０分

土ようおはなし会～楽しいお話と手遊びの時間をお子さん
と一緒に過ごしませんか／おはなしのグループ　     （１５）

　　無料２月１６日
午後２時～３時３０分

つくってあそぼ！おひなさまをつくろう～今年はどんなテ
ーマのおひなさまかな。お楽しみに…／萩野玲子　　　　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　（幼稚園児以上・２４）

　　　無料２月１６日
午前１０時～正午

紙トンボをつくって飛ばそう～お子さん、お孫さんと一緒
に作って、どっちがよく飛ぶか競争して楽しみましょう（大
人だけの参加も可）／和知光儀　　　　　　　　　　（２０）

２月２４日２００円３月８日
午後１時３０分～３時３０分

子ども料理教室パート３～ポークピカタの晩ごはんを作ろ
う／田中典子　　　　　　　　　　　　（小・中学生・２４）

e高円寺地域区民センター

２月２８日３５００円３月２２日
午後０時３０分～３時

ガーデニング「春の寄せ植え」～春の 陽 ざしを浴びて土い
ひ

じりをしてみませんか（会場＝和田集会所）／福成春江
（２０）

２月２０日２０円
（保険料）

３月３日
午前１０時～正午

トレーニング機器講習会～区民センター共通修了証発行
（写真１枚３⁄×２．５⁄持参）／八木橋規子  

（１６歳以上・１０）

２月２０日

３００円
（貸靴代）
２０円

（保険料）

A３月７日午前１０時～正午
B３月７日午後１時～３時
C３月１４日午前１０時～正午

ご一緒に！ボウリング教室です～ユアボウル専属プロが講
師。参加したい日時を１つ明記の上ご応募ください（会場
＝荻窪ユアボウル）　　　　　　　　　　　　　　　（２０）

e阿佐谷地域区民センター

２月２５日毎回
１０００円

３月６・１３・２０日
午後１時３０分～３時３０分

やさしいビーズ作り～簡単なリング、ストラップ、ネック
レスを作ります／渡辺のり子　　　　　　　　　　　（２５）

　　無料２月１５日
午後２時～３時

土ようえほんとおはなしの会／ＯＲＣＡわーるど
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参加自由）

　　　無料３月１日
午後２時～３時土ようえほんとおはなしの会／三つのりんご　（参加自由）

e荻窪地域区民センター

２月２１日１００円
（資料代）

３月１・１５・２２・２９日
午前１０時～正午

語学講座「美しい韓国語」～ハングルの基本はもちろん、
すぐに役立つ日常会話、韓国の詩・歴史・文化などを学ぼ
う／山田允愛　　　　　　　　　　　　　　　 　　 （５０）

e井草地域区民センター

　　無料
※

２月２２日、３月８日
午後１時３０分～３時３０分

（３時受付終了）

おもちゃの病院～こわれたおもちゃを修理します
／松尾達也ほか　　　　　　　　　　　　　　（参加自由）

e高井戸地域区民センター

２月２８日２０円
（保険料）

３月１４日
午後１時～４時

３月のトレーニング機器講習会～トレーニング室を使用す
るための事前講習会です（写真１枚３⁄×２．５⁄持参） 
／高橋悦子　　　　　　　　　　   　　　  （１６歳以上・１０）

　　　　３月１日
午後２時～３時

おはなしひろば～絵本の読み聞かせを中心に手あそび工作
など／杉並子どもの本の会　　　　　　　　　（参加自由）

　　　　３月１５日
午後２時～３時

おはなしひろば～絵本の読み聞かせを中心に手あそび工作
など／ムーミン母親クラブ　　　　　　　　  （参加自由）

※は、実費がかかる場合があります。

例
参
照
）
で
、
３
月　

日
（
必

１０

着
）
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ

��
土
曜
日
の
音
楽
祭 

ピ
ア
ノ
ソ
ロ
と
デ
ュ
オ
の
夕
べ

　

ラ
ベ
ル
、
フ
ォ
ー
レ
、
ラ
フ

マ
ニ
ノ
フ
な
ど
の
ピ
ア
ノ
曲
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

�
２
月　

日
�
午
後
６
時　

１５

３０

分
開
演
�
出
演
＝
水
谷
京
子
、

田
子
豊
子
�
八
〇
名（
先
着
順
）

�
無
料
�
当
日
、
直
接
同
区
民

集
会
所
へ
�
７
月
以
降
の
出
演

者
を
募
集
し
て
い
ま
す

�電
話
相
談
の
現
場
か
ら
見
え

て
く
る
子
ど
も
の
状
況

　

「
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
む
さ

し
の
」
代
表
・
荒
井
理
子
さ
ん

の
お
話
を
聞
き
、
今
大
人
に
で

き
る
こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
ょ

う
。
特
に
小
・
中
・
高
校
生
の

お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
父
母
の

方
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

�
２
月　

日
�
午
後
２
時
�

２３

六
〇
名
（
先
着
順
）
�
無
料
�

当
日
、
直
接
同
セ
ン
タ
ー
へ

�
講
演
会 

お
し
ゃ
れ
人
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト 
Ｘ 
―
男
と
女
の
さ�

ん
か
く

�

�

�

関
係
を
考
え
る

　

講
師
は
、
地
域
活
動
に
も
熱

心
に
と
り
く
む
実
践
派
で
、
ど

ん
な
テ
ー
マ
で
も
楽
し
く
語
る

話
術
の
達
人
で
す
。
全
員
参
加

型
で
退
屈
し
て
い
る
ヒ
マ
は
あ

り
ま
せ
ん
。
お
も
し
ろ
お
か
し

く
聞
い
た
後
で
、
こ
れ
か
ら
の

生
き
方
を
少
し
考
え
て
み
よ
う

か
な
と
思
っ
て
い
た
だ
け
ま

す
。

下
高
井
戸
区
民
集
会
所

時

内
定

費

申
他

阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

定

費

申

　

�
３
月
８
日
�
午
後
２
時
〜

４
時
�
茨
城
大
学
助
教
授
・
長

谷
川
幸
介
�
無
料
�
当
日
、
直

接
同
セ
ン
タ
ー
へ

�
ク
ワ
イ
ア
チ
ャ
イ
ム 

春
が
き
た
コ
ン
サ
ー
ト

　

�
３
月　

日
�
午
後
２
時
�

１５

ク
ワ
イ
ア
チ
ャ
イ
ム
演
奏
と
体

験
、
歌
と
ゲ
ー
ム
▽
出
演
＝
嶋

田
和
子
と
お
お
き
な
木
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
�
小
学
生
以

上
の
方
�
五
〇
名（
先
着
順
）
�

無
料
�
当
日
、
直
接
同
セ
ン
タ

ー
へ

�

ア
ー
ト
展　

　

区
内
在
住
・
在
勤
・
近
隣
小

中
学
生
お
よ
び
自
主
グ
ル
ー
プ

の
皆
さ
ん
に
よ
る
絵
画
・
彫
刻
・

工
芸
・
書
・
写
真
な
ど
を
展
示

し
ま
す
。
特
別
展
と
し
て
墨
画

の
第
一
人
者
・
鈴
木
缶
羊
さ
ん

と
お
弟
子
さ
ん
に
よ
る
「
鈴
木

缶
羊
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

�
３
月
８
日
�
・
９
日
�
午

前　

時
〜
午
後
４
時
�
無
料
�

１０
当
日
、
直
接
同
セ
ン
タ
ー
へ

�
区
民
セ
ン
タ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ 

料
理
と
ワ
イ
ン
の
教
室

　

ワ
イ
ン
の
選
び
方
と
料
理
と

の
相
性
、マ
ナ
ー
な
ど
を
学
び
、

そ
の
後
、
簡
単
な
料
理
を
作
っ

て
、
ワ
イ
ン
の
試
飲
と
と
も
に

さ
さ
や
か
な
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開

き
ま
す
。
ま
た
、 
焼  
酎 
の
お
み

し
ょ
う 
ち
ゅ
う

や
げ
も
あ
り
ま
す
。

　

�
３
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１５

５
時
�
増
田
妙
子
�
三
五
名
�

一
〇
〇
〇
円
�
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
記
入
例
参
照
）
で
、
３

月
４
日
（
必
着
）
ま
で
に
同
セ

ン
タ
ー
へ

時
師

費

申

時

内

対

定

費

申

荻　

窪
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

費

申

時
師

定

費

申

エ
ッ
ク
ス
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１５（２００３）年２月１１日（火曜日）

下高井戸区民集会所@5374－6192
〒１６８－００７３　下高井戸3－26－1�第３水曜日

高円寺地域区民センター（セシオン杉並）
@3317－6611
〒１６６－００１１　梅里1－22－32�第２・第４木曜日、第２木曜日の前日

和田区民集会所@5340－6272
〒１６６－００１２　和田2－31－21�第１・第３月曜日

阿佐谷地域区民センター@3314－7211
〒１６６－０００４　阿佐谷南1－47－17�第２・第４火曜日、第３水曜日

井草地域区民センター@3301－7720
〒１６７－００２２　下井草5－7－22�第１・第３木曜日、第３木曜日の前日

四宮区民集会所@3395－5085
〒１６７－００２３　上井草2－28－13�第２・第４火曜日

八成区民集会所@3394－0989
〒１６７－００２１　井草1－3－2�第２水曜日

高井戸地域区民センター@3331－7841
〒１６８－００７２　高井戸東3－7－5�第１・第３月曜日、２０日

上高井戸区民集会所@3329－0605
〒１６８－００７４　上高井戸1－15－5�第２・第４月曜日

梅里区民集会所@3317－3310
〒１６６－００１１　梅里2－34－20�第１・第３火曜日

荻窪地域区民センター@3398－9125
〒１６７－００５１　荻窪2－34－20�第２・第４月曜日、２０日

本天沼区民集会所@5310－4633
〒１６７－００３１本天沼2－12－10�第１・第３月曜日

西荻地域区民センター@3301－0811
〒１６７－００３４桃井4－3－2�第２・第４水曜日、１０日

西荻南区民集会所@3335－5444
〒１６７－００５３西荻南3－5－23�第２月曜日

永福和泉地域区民センター@5300－9411
〒１６８－００６３　和泉3－8－18�第２・第４水曜日、１５日

方南区民集会所@3322－4225
〒１６８－００６２　方南1－27－8�第１・第３水曜日

�二
〇
〇
三
年 

セ
ン
タ
ー
ま
つ
り　
 

　

今
年
は
、
地
域
の
小
・
中
学

生
も
参
加
し
、
に
ぎ
や
か
な
お

ま
つ
り
に
な
り
ま
す
。

　

�
３
月
１
日
�
・
２
日
�
午

前　

時
〜
午
後
４
時
�
コ
ン
サ

１０
ー
ト
、
一
般
作
品
展
示
、
模
擬

店
な
ど
▽
出
演
＝
１
日
＝
大
宮

前 
囃  
子 
、
出
口
辰
治
カ
ル
テ
ッ

ば
や 

し

ト
、
２
日
＝
ザ
・
フ
ロ
ッ
キ
ー

ズ
（
モ
ダ
ン
・
フ
ォ
ー
ク
）、
日

本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽

団
弦
楽
四
重
奏
�
当
日
、
直
接

同
セ
ン
タ
ー
へ

��
演
奏
会 

イ
エ
ス
タ
デ
イ
ズ
・
ワ

ン
ス
モ
ア
・
ラ
イ
ブ

　

オ
ー
ル
デ
ィ
ー
ズ
か
ら
イ
ー

グ
ル
ス
ま
で
懐
か
し
の
ポ
ッ
プ

ス
・
ロ
ッ
ク
＆
ジ
ャ
ズ
の
ヒ
ッ

ト
メ
ド
レ
ー
の
ラ
イ
ブ
で
す
。

　

�
３
月
１
日
�
午
後
１
時　
３０

西　

荻
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

内

申

井　

草
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

分
開
演（
１
時
開
場
）
�
科
学
館

（
清
水
３
―
３
―　

）
�
出
演

１３

＝
ザ
・
シ
ー
ホ
ー
ク
ス
�
中
学

生
以
上
の
方
�
二
〇
〇
名
（
先

着
順
）
�
三
〇
〇
円
�
当
日
、

直
接
会
場
へ
�
同
セ
ン
タ
ー

�

春
祭
り

　

�
３
月
２
日
�
午
前　

時
〜

１０

午
後
３
時
（
雨
天
決
行
）
�
も

ち
つ
き
、自
主
グ
ル
ー
プ
展
示
、

工
作
教
室
、
模
擬
店
�
無
料
�

当
日
、
直
接
同
区
民
集
会
所
へ

１
月　

日
１１

付
広
報
７

面
「
高
井
戸
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー
」
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
す
く

ー
る
」
の
解
散
場
所
は
、「
高
円

寺
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
」
の
誤

り
で
し
た
。

場
内対

定

費

申

問

四　

宮
区
民
集
会
所

時

内

費

申

訂
正
と
お
わ
び

上井草スポーツセンター職
員、 「東京消防出初式」で行進

　上井草スポーツセンターでは、職員が自衛消防隊
を結成し消防訓練を実施しています。このたび、「自
衛消防審査会」での４年連続優勝の功績が認められ、
東京ビッグサイトで行われた「東京消防出初式」で、

当センター
の男子隊５
名が徒列部
隊分列行進
に出場しま
した。 
― ―１月６
日、写す。
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�

�
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�
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�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

◇
親
に
な
っ
た
喜
び
と
大
変
さ

　

「
子
育
て
が
楽
し
く
な
い
ん

で
す
。
夜
泣
き
は
す
る
し
、
ミ

ル
ク
を
あ
げ
て
も
抱
っ
こ
し
て

も
泣
き
止
ま
な
い
。
私
は
う
ま

く
子
ど
も
を
育
て
ら
れ
な
い
、

そ
ん
な
気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま

う
ん
で
す
」。Ａ
さ
ん
は
涙
な
が

ら
に
訴
え
て
き
ま
し
た
。

　

初
め
て
マ
マ
に
な
っ
た
と

き
、
赤
ち
ゃ
ん
の
可
愛
さ
を
感

じ
る
余
裕
が
持
て
な
い
と
き
も

あ
り
ま
す
よ
ね
。

◇
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
子
育
て
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

「
お
母
さ
ん
同
士
の
付
き
合

い
が
苦
手
で
す
。
公
園
に
連
れ

て
行
っ
て
も
す
で
に
グ
ル
ー
プ

が
出
来
て
い
て
、
皆
の
中
に
入

っ
て
い
け
ま
せ
ん
。
他
の
人
た

ち
が
楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
る

と
余
計
自
分
だ
け
が
の
け
も
の

に
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
さ
び
し

く
て
た
ま
ら
な
く
な
り
ま
す
」

と
辛
そ
う
に
話
す
Ｂ
さ
ん
。

　

子
育
て
中
は
、
気
軽
に
話
せ

る
友
人
が
欲
し
く
な
り
ま
す
。

人
づ
き
あ
い
の
広
が
り
が
作
れ

な
い
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。　

◇
子
ど
も
と
の
生
活
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
か
？

　

「
授
業
中
落
ち
着
き
が
な
い

と
先
生
か
ら
話
が
あ
っ
た
。
片

付
け
も
き
ち
ん
と
出
来
ず
、
家

で
も
親
が
イ
ラ
イ
ラ
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
ば
か
り
」
と
が
っ
か
り

し
た
よ
う
に
我
が
子
の
こ
と
を

話
す
Ｃ
さ
ん
。

　

親
は
次
々
と
子
ど
も
に
期
待

し
て
い
き
ま
す
。
で
も
、
現
実

は
、
親
の
思
う
よ
う
に
は
行
か

な
い
も
の
で
す
。
子
ど
も
の
良

さ
が
見
え
に
く
く
な
り
、
つ
い

し
か
る
こ
と
ば
か
り
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◇
ひ
ど
い
体
罰
、
暴
言
は
子
ど

も
の
心
を
ゆ
が
め
ま
す

　

子
ど
も
は
、
愛
さ
れ
る
こ
と

で
、
人
に
優
し
く
で
き
る
人
に

な
れ
ま
す
。
子
ど
も
の
心
や
体

に
暴
力
を
振
る
う
こ
と
は
だ
れ

で
あ
っ
て
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

ひ
ど
い
体
罰
を
受
け
て
い
る

子
に
気
づ
い
た
方
、
子
ど
も
を

た
た
く
こ
と
を
や
め
ら
れ
な
い

方
、ど
う
ぞ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☆

　

人
と
話
す
こ
と
で
、
子
ど
も

の
違
う
面
が
見
え
て
き
て
、
安

心
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
話
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
ゆ
う
ラ
イ
ン
に
気

軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

児童青少年センター（ゆう杉並）
相談時間

火曜日～土曜日
午前９時～午後５時

第２・４水曜日
午後２時～５時

児童精神科
医相談日

第１・３木曜日
午前１０時～正午

親と子の心
相談日

相談専用電話

�３３９３‐４７１１

【凡例】 �＝日時　� ＝場所　� ＝内容　� ＝講師　� ＝対象　� ＝定員　� ＝参加費　� ＝申し込み　� ＝問い合わせ　� ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

　

方
南
銀
座
商
店
街
で
は
、

　

年　

月
か
ら
宅
配
サ
ー
ビ

１４

１０

ス「
わ
く
☆
わ
く
お
届
け
便
」

を
始
め
ま
し
た
。
商
店
街
振

興
組
合
理
事
長
の
宮
野
清
宏

さ
ん
と
、
広
報
担
当
の
君
田

隆
司
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

始
め
た
き
っ
か
け

　

区
の
「
千
客
万
来
・
ア
ク

テ
ィ
ブ
商
店
街
事
業
」
の
助

成
を
受
け
、
京
都
の
商
店
街

な
ど
で
行
わ
れ
て
い
た
宅
配

事
業
を
参
考
に
し
、
同
時
に

始
め
た
カ
ー
ド
事
業
も
導
入

し
て
、
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス

を
し
な
が
ら
宅
配
を
し
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

わ
く
☆
わ
く
お
届
け
便
と
は

　

カ
タ
ロ
グ
に
載
せ
た
商
品

を
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
注
文
し
て

も
ら
い
、
配
達
料
二
〇
〇
円

で
そ
の
日
の
う
ち
に
届
け
る

と
い
う
も
の
で
、
加
盟
店
に

来
店
し
て
買
っ
た
商
品
も
対

象
と
し
て
い
ま
す
。
配
達
は

電
気
自
動
車
で
行
い
、
環
境

に
も
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
利
用
状
況

　

少
し
ず
つ
増
え
て
は
い
ま

す
が
、
ま
だ
利
用
は
少
な
い

で
す
。
利
用
者
に
は
、
小
さ

い
お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭
よ

り
も
高
齢
者
と
若
い
人
が
多

い
の
に
驚
き
ま
し
た
。
若
い

人
は
、
サ
ー
ビ
ス
に
お
金
を

払
う
こ
と
に
抵
抗
が
な
い
た

め
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
重

い
も
の
、
か
さ
ば
る
も
の
の

注
文
は
意
外
と
少
な
く
、
惣

菜
な
ど
が
売
れ
て
い
ま
す
。

利
用
を
増
や
す
た
め
に

　

消
費
者
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
、
生
の
声
を
聞
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。
お
客
様
の
要
望

を
取
り
入
れ
て
、
カ
タ
ロ
グ

を
見
や
す
く
し
た
り
、
手
に

入
り
に
く
い
も
の
な
ど
、
カ

タ
ロ
グ
な
ら
で
は
の
商
品
も

増
や
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

も
の
を
配
達
す
る
だ
け
で

な
く
、
心
も
届
け
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
わ
く
わ
く
す

る
も
の
、
そ
し
て
楽
し
さ
を

届
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
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�
宮
野
さ
ん（
右
）と
君
田

さ
ん（
左
）

�
配
達
は
電
気
自
動
車
で

「わくわく」を届けます！
わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便わく☆わくお届け便
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ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
（
荻
窪

を
除
く
）
の
利
用
に
は
、「
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
修
了
証

（
各
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
共

通 
）」
の
提
示
が
必
要
で
す
。

◇
修
了
証
を
受
け
取
る

　

に
は

　

上
井
草
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
の
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

講
習
会
」
を
受
講
し
、
受
講

後
発
行
さ
れ
る
「
認
定
書
」

に
顔
写
真（
縦
三
�
×
横
二
・

五
�
。ス
ナ
ッ
プ
写
真
も
可
）

を
添
え
、
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー
で
「
修
了
証
」
の
交
付
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー
主
催
の
講
習
会
で
も
申
請

で
き
ま
す
。

◇
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　

講
習
会

�
上
井
草
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
（
上
井
草
３
―　

―
１
�

３４

３
３
９
０
‐
５
７
０
７
）

　

�
一
日
三
回
（
休
講
日
や

例
外
日
あ
り
）
�
各
回
三
〜

五
名
程
度
�
事
前
に
電
話
で

受
講
の
日
時
を
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
際
、
地
域
区

民
セ
ン
タ
ー
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
機
器
利
用
の
た
め
、
講
習

会
を
受
講
す
る
こ
と
を
告
げ

て
く
だ
さ
い

�
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

　

３
月
は
、
高
円
寺
、
高
井

戸
で
開
催
し
ま
す
（
６
面
表

参
照
）。

　

不
定
期
開
催
の
た
め
、
毎

月　

日
号
６
・
７
面
「
コ
ミ

１１
ュ
ニ
テ
ィ
通
信
」
欄
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

時

定

申
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
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ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利
用
に
つ
い
て
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〈広域避難場所一覧〉（１５年２月施行）
避難地域（町丁目別）広域避難場所

上高井戸１～３丁目明大八幡山グランド一帯A

高円寺北１丁目、高円寺南５丁目中野区役所一帯B

下井草２丁目公社鷺宮西住宅一帯C

和田１・２丁目、方南２丁目立正佼成会大聖堂一帯D

和泉１・２丁目と４丁目の一部、永福１・２丁目、
下高井戸１丁目の一部と２丁目、方南１丁目明大和泉校舎一帯E

阿佐谷北１～５丁目、阿佐谷南１・２丁目、天沼１
～３丁目、和泉３丁目と４丁目の一部、梅里１・２
丁目、永福４丁目、大宮１・２丁目、高円寺北２～
４丁目、高円寺南２～４丁目、堀ノ内１～３丁目、
松ノ木１～３丁目

和田堀公園一帯F

荻窪１・２丁目、成田西１～３丁目と４丁目の一
部、成田東１～３丁目善福寺川緑地⑦

阿佐谷南３丁目、成田西４丁目の一部、成田東４・
５丁目

阿佐ケ谷住宅・杉並高校
一帯⑧

荻窪３～５丁目、上荻１丁目公団荻窪団地⑨
永福３丁目、下高井戸１丁目の一部と３～５丁目、
高井戸東１丁目と２丁目の一部、浜田山１～４丁目

三井上高井戸グランド一
帯⑩

高井戸西１丁目の一部と２・３丁目、高井戸東２丁
目の一部と３・４丁目、西荻南３・４丁目、宮前１
～３丁目、南荻窪１～４丁目

都営上高井戸住宅一帯⑪

久我山１～５丁目、松庵１～３丁目、高井戸西１丁
目の一部、西荻南１・２丁目、宮前４・５丁目ＮＨＫグランド一帯⑫

上荻２～４丁目、善福寺１～４丁目、西荻北１～５
丁目

善福寺公園・東京女子大
学一帯⑬

今川１～４丁目、上井草１～４丁目、清水１～３丁
目、桃井１～４丁目

上井草スポーツセンター
一帯⑭

高円寺南１丁目、和田３丁目蚕糸の森公園一帯⑮
井草１～５丁目、下井草３～５丁目、本天沼３丁目井草森公園一帯⑯
阿佐谷北６丁目、下井草１丁目、本天沼１・２丁目白鷺一丁目地区⑰

　

大
地
震
に
よ
り
自
宅
で
生
活

で
き
な
い
場
合
に
は
、
避
難
救

援
の
拠
点
と
な
る
区
立
小
中
学

校
に
避
難
す
る
こ
と
が
原
則
で

す
が
、
地
域
に
大
火
災
が
迫
っ

て
い
る
と
き
は
、
い
っ
た
ん
広

域
避
難
場
所
（
一
七
カ
所
）
に

避
難
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

都
指
定
の
広
域
避
難
場
所

は
、
全
区
民
の
避
難
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
す
る
た
め
避
難
地
域
を

割
り
当
て
て
お
り
、
今
回
そ
の

一
部
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
割
り
当
て
は
あ
く

ま
で
も
目
安
で
あ
り
、
火
災
の

状
況
や
風
向
き
に
応
じ
て
適
切

な
場
所
に
避
難
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
お
近
く
の
広
域
避
難

場
所
は
、
地
図
な
ど
で
複
数
箇

所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
都
は
、
地
域
防
災
へ
の

関
心
を
高
め
る
た
め
、
地
震
に

関
す
る
地
域
危
険
度
調
査
結
果

を
公
表
し
ま
し
た
。
こ
の
内
容

は
、
区
役
所
（
防
災
課
・
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
・
区
政
資
料

室
）、
図
書
館
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

�
防
災
課

問

◇
避
難
は
最
後
の
手
段

　

地
震
が
起
き
て
も
、
す
ぐ

に
避
難
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。大
き
な
揺
れ
の
間
は
、

テ
ー
ブ
ル
の
下
に
身
を
隠
す

な
ど
し
て
命
を
守
っ
て
く
だ

さ
い
。
あ
わ
て
て
逃
げ
出
す

こ
と
な
く
、
人
命
救
助
や
初

期
消
火
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み

で
災
害
に
立
ち
向
か
う
こ
と

が
必
要
で
す
。

◇
避
難
が
必
要
な
の
は

�
家
が
焼
け
た
り
倒
壊
し
た

り
し
て
、
自
分
の
家
に
い
ら

れ
な
く
な
っ
た
時
に
、
近
く

の
小
中
学
校
に
開
設
さ
れ
た

震
災
救
援
所
に
避
難
す
る
場

合�
火
災
が
拡
大
し
、
自
宅
や

震
災
救
援
所
に
も
危
険
が
迫

っ
て
い
る
時
に
、
広

域
避
難
場
所
に
避
難

す
る
場
合

　

い
ず
れ
の
場
合
で

も
、
荷
物
は
な
る
べ

く
最
小
限
に
し
て
、

必
ず
徒
歩
で
避
難
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
避
難
の
方
法
は

　

避
難
は
、
区
長
の

避
難
勧
告
な
ど
に
基

づ
き
、
集
団
で
行
い

ま
す
。
区
職
員
や
警

察
官
、
地
域
の
防
災

会
リ
ー
ダ
ー
な
ど
の

誘
導
に
従
っ
て
行
動

し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
目
前
に

危
険
が
迫
っ
て
い
る

時
は
、
個
人
の
判
断

で
避
難
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
一
瞬
の
判
断
が
生
死
を

分
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

逃
げ
遅
れ
の
な
い
よ
う
、
隣

近
所
で
声
を
掛
け
合
っ
て
く

だ
さ
い
。

◇
避
難
・
救
援
の
拠
点
「
震

災
救
援
所
」

　

大
地
震
の
際
、
被
災
者
の

避
難
・
救
援
の
拠
点
と
な
る

の
が
、
被
災
状
況
に
応
じ
て

区
立
小
中
学
校
に
開
設
さ
れ

る
震
災
救
援
所
で
す
。
震
災

救
援
所
は
、
避
難
し
て
き
た

方
々
の
生
活
の
場
と
な
る
ほ

か
、
救
援
の
拠
点
と
し
て
、

給
食
、
給
水
、
生
活
必
需
品

や
食
糧
の
配
給
、
情
報
提
供

な
ど
を
行
う
場
と
も
な
り
ま

す
。

覚
え
て
お
き
た
い

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震
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よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備
えええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ
ててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて

広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広
域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域
避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避
難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難
場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場
所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所
ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確
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ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
ててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
ききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききき
ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
ううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう

新
し
い
避
難
場
所
の
マ

ー
ク
が
で
き
ま
し
た

　

広
域
避
難
場
所
の
看
板
に

は
、
こ
の
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い

ま
す
。
暗
く
な
る
と
発
光
し
、

夜
間
や
停
電
で
も
わ
か
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
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年　

月
よ
り
暫
定
公
開

１４

１２

さ
れ
て
い
る
「
桃
井
原
っ
ぱ

広
場
」（
桃
井
３
丁
目
・
日
産

自
動
車
荻
窪
工
場
跡
地
）を
、

暫
定
公
開
の
期
間
中
、
災
害

時
に
近
隣
の
方
々
が
一
時
的

に
避
難
で
き
る
よ
う
、
一
時

避
難
地
に
指
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
一
時
避
難
地
は
、
周

辺
に
火
災
が
発
生
し
た
と
き

な
ど
に
一
時
的
に
避
難
す
る

場
所
で
す
。火
災
が
拡
大
し
、

危
険
が
迫
っ
て
き
た
と
き
に

は
、
近
く
の
広
域
避
難
場
所

に
集
団
で
避
難
し
て
い
た
だ

く
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避
難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
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家が倒壊・焼失

家は無事
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な
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る

自宅に戻る

震災救援所で避難生活


